






















戦争と平和一JlJ (2013年 1月 13日から 1月 19日)である。
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IJfHIi 1 . IJ~Jií~ lIiilllj 1:1りur，'d， |刻jiliJ同泌お 参加者
l和泉図主書館ホール
9}-1 30 1・181時30分 おれたちには、家がない ~ï川 ;定絵チ(雛L( フォ ー ラ ム FRJ τn務川) 100名
10}1 31 . 181!i30分 Y~ I 'Iに ' 1 きる 特になし 130名
10}1511・11時 前iされて .C~}I r; I:~j (向学部教段) 130名
10}1511・141 !i3 0分 ダプリ ンのt¥! '.)'h{il*'-.: (UNHCR耳JI'I務所) 90r， 
IOJl511'171年30分 トンプク トゥσ}ウァ ドストヅデ 1'本ラフマトゥ 110名
小，1 560:f， 
2中野キャンパス
10 Jl 1 1. 1 KiI年30分 I庇山一ち i，Yj辺必HtO.j際円牛;γ部准教授) I 1∞ 名
総，iJ I 660名






































(h;!旭川1"1-:1:-¥，¥ F(JHI白1l;X-1 ~.\ ;..; n : . 1;・ pn n . :!1l12 '1::1山分)
相l' M.の提唱~ I
.. 川 q ・~ ; "' 'Jl'，，~時I' ~ 句 Ilf:‘hて1，""，， と~.r. . .~''l 喝'，"，'・dり 'ー 【ヲト
• ~II . 1拘置w，" ・I- ，'，.;: : ~， 11 "'~<"l i.11 'l ‘，n " M.'" 覧、 ， .;...;-
.1'1でÞ-~I! .でIけ !r.t'・0‘健， -!H" ‘'吋 . '電，"・ヲ企一 角;:"を ，， 
" ・3旬、，':"H曾 で，'1)..C~"-:.H'J;< 'j. Il器廃羽田P~l.~ ('I.~ 
)，..:."，1&・
.: ¥'-t" j リ 展示野ド珍
，....;.....! '1 .，.-/:1It1f・→・W.HoItO・.f!.H・.. 言明 句!t.f';.:.U.A‘・.'Il.'‘ 1.1;'
"iIl C" ・4 ~ t: .' 1 !o雌.開司~，.;，知 、2仁 4‘“nr.;，f':'.1・4宅
岡敬‘ ， ~N，・河町内"、 " ・ ~:! 2 • .，'.'; ~~曜'.で~.. c:輔阜 l ， . t-r I .，t:. ，...Nミ句f.，.. 例
J.!'fi.;較..陶 1M号打 、1 .v .'. ~i' <，調・(， ':.こ~. ~ あ 4必 ず内 _ .， ~;o.- ・句 、 ，(，.<t; QI
".中‘・ 省ー，d I '.ft ，、¥-，:;.，1晶、ピ}I'~ . ! .ノザ-"閣6唱: tt ・~I : ..:v 1. 
等"・‘.ρ時代，・、(.r:" ，'/ ~ ・.; .~ . -，:，:rt < .).'.-1，，>ωεl.l.rc '1・惨 自信ぜ.A臥.曾 ，-，'1:守ぬt;".r!〆' 砂"・1'; <( l.~"'''' ・R・""UI、乙'"・rv
& 的司f)jtJ，， "fl!l 、.. U.' ¥' ，. '，"; . ~ ， ~， ~院 1. ・レ見 τ;. 1 1 ゐ J




















努n k型l 10~ 19繊 20~29歳 30 ~39歳 40~49歳 50 ~59~主 60歳以卜
雛民l映同然全体 37%(613) 63% 10%(171) 30%(494) 21 %(340) 16%(266) 1 %(184) 12%(205) (1，064) 
明治大'y会場総計 31 %(116) 69%(255) 20% (73) 33%(121) 12%(45) 16%(58) 8%(29) 8%(30) 
内訳
L和泉図書~M.lホール 32% (97) 68%(208) 20 & (57) 33% (94) 13%(38) 19%(54) 8%(24) 7%(22) 
おれたちには、 24 48 18 27 7 12 6 3 家がない
異図に生きる 17 28 14 13 6 6 5 
流されて 20 70 17 34 5 1 3 2 
ダプリンの良 13 25 5 6 9 8 3 自
トンプクトゥの 23 37 コ，、 14 16 17 6 4 ウッドストック
2十 97 208 57 94 38 54 24 22 
~， f将軍Fキャンペス


























会社 l~ 専門職 '下 ~t 無職 氾験 その他
難民1'k1!!i聖完全体 37%(606)1 1¥%(186)1 28%(460)1 9%(146)1 3&(59)1 12%(198) 
明治大，，(:会場総1.1 24%(85)1 12%(42)145%(157)1 8%(28)1 3%(9)1 8%(28) 
1)，il1 
1.和泉鴎轡豊富ホール 25% (72) 12%(35) -15%(126) 8%(24) 2%(6) 7%(20) 
おれたちには、i${がない (13) (8) (39) (7) (0) (5) 
呉国にeLきる (4) (6) (26) (5) (1) (I) 
mLされて (21) (4) (42) (1) (I) (4) 
ダプリ ンのf~ (1¥) (9) (10) (5) (2) (2) 
トンプク トゥのウッドストック (23) (8) (9) (6) (2) (8) 
2.~"出子キャンパス 日‘ 



















































開催日 Jニl快{乍品 関連講演者 参考(本放送日)
11月13EJ た日の中か戦~争~なせ、戦争は拡大し 東野真
(水|催日) (文化・福祉番組都千-7・プロデュー サー )
2006年2月9日








(月l躍日) 第一回ジドャネカルタ独の立一戦浄軒熱~い日 (大型企l国l開発センター・エグゼクテイ 1991年8月12日~イン シア プ・プロデューサー)
1月19日 日本国憲法誕生
塩田純
(火l際日) (大型企画開発センター・エグゼクティ 2∞9年4月29日プ・プロデューサー)
この企画に関しては、 UNHCRの時とは異なり、系統立てたアンケート
調査を取っていなかったので、参加した学生のコメントからいくつかを紹
介し、その成果としたい。
・「烏の目と虫の目」という作品をつくるにあたっての視点、の話がおもしろ
かった。現在卒業論文を作成していますが、同じような方法をとれたら
と思います(第 1凹)
・制作者の右田さんと司会の鳥居先生の映像演出の解釈の食い違いがおも
しろかった。意図していない映像が、見方によっては、別のメッセージ
を持つのか、ということが実感できました(第2回)。
・これまで広島や長崎の原爆について、よく知らなかったことを痛感しま
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した(第 3回)。
・取材対象と取材する NHK側と の緊張や両者の関係の話がおもしろかっ
た。しかし、よくあのような貴重な海軍関係者の証言のテープが出てき
たものですね(第2回)。
・冷戦の終意に伴い、歴史の実態が明らかになったという話が印象的でし
た。単なる体制の崩壊にとどまらず、歴史や証言の発見につながるとは
思わなかった(第4回)。
・憲法制定過程が研究されていない、という堀田講師の話には驚きました。
研究された上での改憲を含めた色々な議論がなされているのだとばかり
思いこんでいました(第5回)。
・ベアテさん(注 :GHQで日本の女性の権利拡大に尽力した方)について、
図書館で調べてみます(第5回)。
尚、この連続上映にあたっては企画段階から当日の上映までNHKならび
にNHKエンタープライズの全面的なご協力によって、実現できたものであ
る。この場をお借りして改めて感謝申し上げたい。
NHKドキュメンタリ一仁l決会もギャラリー展示と)!Jjl始。
動画は明治大学平和教育笠戸研究所資料館作成『明治大学
平和教育登戸研'究所資料館紹介DVD(展示用)J
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2つのプログラムを終えて
最後に、共通の成果と課題について触れておこう。共通の成果としては、
学生スタッフが運営に関わったことである。もともと UNHCR難民映画祭
には、学生運営スタッフという仕掛けが用意されていたが、今回NHKドキュ
メンタリー上映にあたっても、同じ方式を採用した。大学、狭義にはキャ
ンパス運営の一端に限定された範囲であっても学生が参加できる機会をつ
くることには意味がある。
課題としては、こうした教育プログラムに参加した学生の成果測定、と
いう点である。こうした行事はある種の「種まき」なので、いずれ発芽し、
成長する、という考え方もあるだろう。その一方で、、この種(学生)がど
のように成長していくかについて、ある程度は計測する仕組みも必要では
ないだろうか。
映像を教育の中に積極的に取り組んでいく、という試みは端緒についた
ばかりである。参加した学生や職員、また同僚達からの意見を踏まえ、よ
り明治らしい、また、和泉キャンパスの「顔」となる教育プログラムに育
てていきたいものである。
(了)
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